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今日は快晴、ってんで俺、昼休みに竜太と学校の裏の山に行ってセミ取りに行った。ちょうど学園祭も近い初夏、風がさわやかだね。
俺はミンミンゼミを見つけた。にしてもこの名前、ミンミン鳴くからミンミンゼミっていうんかね。まあいいや。
で、俺は、早速虫取り網にてターゲットを捕獲、同時に竜太もセミを見つけたようで捕獲した。
そんな感じで盛り上がり、俺と竜太は「あはは、こりゃ収穫収穫」なんつって盛り上がってると、見覚えのある女子が、学校の裏山のちょうど木でできた資料室の前にいた。
仁美である。
「何してんの?」と俺が言うと仁美は「写真、撮ってるの」と少し茶色い瞳を俺の方に向けた。「あんたたちこそ何やってんの?」
「俺たちは、あれだ。ハンティングだよ」
「ハンティング?何の?」
「セミ」
「セミ、ううん、高校生にもなってセミなの?バッカみたい」
「バカとは何を!」などと話してると、竜太が「あ、授業始まる。俺先行ってるわ」とそそくさと行ってしまった。
「あたしたちも授業遅れちゃうよ」と仁美が言うので俺と仁美も竜太を追いかけるようにして坂を下り、学校へ向かった。
「あ、きれい」仁美が言った。
「ん?」と思い仁美の視線の先を見ると港である。不思議にきれいな青。子供のころからこの町にいたがこんなきれいだったのかって思うくらい。
「そうだね」おれはそれだけ言った。
「ところでさ、ノニオ君ってバンドやってるんだよね。ベースだったっけ」
「ああ、やってるよ」
「この前オフスプリングのカヴァーやってたよね。オフスプリング好きなの?」
「ああ、好きだよ。特にボーカルの声がいいなって思うんだよね」
そんな会話をしつつ坂を下る。
「オフスプリングのお勧めの曲ってある?」と仁美が聞くので俺はその曲名を羅列した。
「知らないなあ。初期のころの曲なの?ノニオ君CD持ってるの?」
「ああ、持ってるよ。うちに聴きに来る?」と言うと聴きたいって言うんで、しょうがねえなあなんて思いつつも俺と仁美は授業が終わったあと校門の前で待ち合わせする約束をしてギリギリ授業に間に合った。授業は書道だった。
で、授業が終わり、俺と仁美は校門の前で待ち合わせして坂を下り、バス停でバスに乗って俺の家に向かった。
部屋に入って俺は棚からCDを取り出して、「このアルバムの2曲目と3曲目がお勧めなんだよ」とか言って俺はCDラジカセにCDをセット、『playボタン』を押した。
ラジカセから流れて来る曲を聴いて「あ、これかっこいい~」とか仁美は大はしゃぎだ。
そんな感じで盛り上がっていたが、「そういや、こうやって棚原(仁美)と話すのって初めてだよな」なんて俺が言うと「そうだね、前からノニオ君と話したかったんだけどタイミングというかなんというか」そんな感じになり、仁美は顔を近づけてきた。
「キスして」と仁美が言うので目をつぶっている仁美に俺はそっとキスした。
そして俺は、仁美の胸を揉んだ。柔らかい感触が手に伝わる。
そのまま揉み続けていると、仁美は「はあっ、はあっ」と息を荒げ、俺は仁美のTシャツをまくり上げた。
そして、ブラを外し、乳首をペロペロと舐めた。すると、仁美はびくびくっと体を震わせ我慢したような表情になった。
そして俺は仁美のジーンズも脱がして、パンティの上から仁美のおまんこをペロペロと舐めた。
「ああっ、ああっ、あっ」仁美はいやらしい喘ぎ声を上げた。
で、俺は仁美のおまんこがじゅるんと濡れてきたのを見計らってちんぽにコンドームをくるくるっ、装着し、仁美の両足をガッー、と開いておまんこにズニュ、ズニュニュ、と挿入した。そして俺は腰をユックリと前に後ろに動かすと、「ああっ、あっ」とせつなげな
デスティニー、いやらしく喘ぎ声を漏らした。そして俺は仁美の脇腹を持ち、腰を激しく振った。するとどうだろう、仁美は体を激しくのけぞらせ、「ああっ、あっ、だめっ、あっ、あっ、、、」と言ったかと思うと、細い体をビックリマン、いやビックンビックンと痙攣させ、膣をキュー、キューッ、メロリンQ!てな具合でイッてしまった。
「棚原お願い、四つん這いになって」と俺は仁美に四つん這いになってもらい、後ろから仁美に挿入した。「ああっ、ああっ」仁美はまたいやらしい声をあげる。俺はその状態で仁美の右腕を引っ張って、ちんぽがより深く入るようにした。「ああっ、あーっ、あっ」仁美は叫ぶ。そして再び正常位の体勢になった。
そして、俺はガッシリと仁美に抱き着き、腰をカクカクと動かした。
すると仁美は「ああああっ、ああっ、あっ」と悶え「ああダメっ、いく、、いく」と言ったかと思うと膣をきゅーっ、きゅーっと締め付け、俺の背中に爪を立てながら体をビックンビックンさせてイッてしまった。
そんな締め付けのせいで、俺もとうとう我慢の限界!玄海灘!ってわけで、どっぴゅーっ、ぴゅぴゅぴゅぴゅっ、ぴうっ、と精液を激発射してしまった。
『看板』
俺は大阪の大学を出て、今日から高円寺の安アパートに入居した。なんだかまだ少し冷え冷えする。
俺はとりあえずバンドをしながらできるようなバイトを探そうと思い、フロムビーという求人誌を駅前の本屋で買い、菓子パンを買い、アパート向かった。
バンドといってもメンバーなんぞまだいないんだが。
俺がやりたいのはメタルでもパンクでもない音楽、オルタナが近い。Jポップで一般受けのいい音楽なんかやりたくもない。
とはいいつつ、貯金を食いつぶし続けるのもアレなのでとりあえず仕事さがすぞ、と求人誌を開くと、ああさすが東京だね、仕事がいっぱいある。接客業はムカつく客の相手はやだなー、工場作業とかがいいよな、と思い、埼玉県和光市に印刷工場があり、ぬるい雨が
ふる3月に面接に行った。
俺は社長と面接をした。社長はいかにも中小企業の社長と言った感じ、「君さえよければいつでも仕事に入れるよ」と言った感じのことを言われ、よろしくお願いします、ということで翌日から仕事に入った。
そこでの仕事は印刷である。
印刷、といっても本や雑誌ではない。看板である。店の看板。俺の仕事はその看板を巨大な機械でロゴを印刷していくこと。
仕事は毎夜11時まで及んだ。
そんななか俺は印刷の準備をするため、道具のしまってある部屋で準備していた。
「白木君、工場長が呼んでるよ」
なつきが顔を出した。
川本なつき。ボーイッシュな感じの将来は看護婦を目指しているという女。年は23歳だ。
「うん。ちょっと待ってもらってて」俺は準備室の中の2階(?)からなつきに向かって言った。
そして、工場長のところに行って仕事を済ませたあと、準備室に戻るとまたなつきがいた。
「あれ、今日は看護学校行かなくていいの?」
「今日は休みだよ。白木君ってバンドやってるの?」
「いや、やろうと思ってるんだけど、まだメンバーいないんだ」
「そうなんだ。4階の井口君はドラムできるらしいけどね」
「へえ、そっか。声かけてみよっかな」
そんなやりとりをして、俺はまた印刷の作業に入った。
そしてその日の作用が終わり、手についたインクを手洗い場で洗い、なかなか落ちないインクをシンナーで落とし、なんとか手が綺麗になったなと思い、タイムカードを押し、下へ降りて行った。
玄関を出るとちょうどなつきがいた。
「あ、お疲れ~」俺はなつきに話しかけた。
「お疲れさま」
「駅まで一緒に行こうよ」と俺が言って俺となつきは私鉄の駅まで一緒に歩いた。
私鉄の駅に向かう途中、俺となつきは仕事のことだとか将来の夢だとか、そんな話をした。
「へえ、白木君てニルバーナ好きなんだ?。あたしもたまに聴くよ」とかなんとか言ったりして、今日は学校ないから晩御飯でも行こうよ、と言う雰囲気になり、俺となつきは池袋の居酒屋に行った。
居酒屋でなつきはシークァーサー王、いやシークァーサーサワーを、俺はジントニックを注文した。
なつきは自分がものすごく怖がりであることを話し、例えばテレビで怪談番組を見たら眠れなくなる。水道の蛇口からポタリポタリ水が落ちる音が聞こえるだけで怖くなる、と言った感じなので、俺がおもしろがって怖い話をしたときはマジで怖がり、「白木君やめてよぉ」などと怖がっていた。
そんな感じで盛り上がり俺となつきは居酒屋を出て池袋駅に向かおうとしたら、なつきは少し酔っていたせいか、「白木く~ん」などと手を引っ張ってきたり抱き着いたりして甘えてきた。んでって俺は僕は、こいつぁいいや、クマサンハッツァンと、北口へ歩いて行
った。
ってんで俺となつきは北口のホテルに入った。そして俺達はベッドに腰掛け、俺はなつきにキスし、さらさらの髪を撫で、そしてなつきの貧乳をモミモミと揉んだ。俺はなつきのグレーのTシャツの中に手を入れ、ブラを外し、乳首をこねりこねりいじると、なつきは
「はあっ、ああっ」と声を漏らし、乳首はというとあっちゅう間にコリコリと硬くなってしまった。俺はそのままなつきをベッドに押し倒してTシャツをまくり上げ、乳首をぺろぺろと舐めた。するとなつきは「うっ、ああっ」といやらしい声を漏らしながら体をビク
ビクッとのけ反らせた。俺はなつきのジーンズを脱がしパンティの上から割れ目に沿って指を動かした。
なつきは「ああっ」と声を上げ、パンティの生地が厚くなってる部分、すなわちデリケートゾーンにあたる部分がじわぁと濡れて染みになってきた。俺はなつきのパンティを脱がし、俺もズボン、パンツを脱ぎ、ビンビンに硬くなったちんぽをなつきのおまんこの割れ
目に挿入した。なつきは「ああっ、あああーッ」と声を上げた。俺はちんぽをさらに奥深くにねじこみ、腰を前後に激しく動かした。
俺が腰を前後させるたびになつきは「あん、ああっ、あっ」とせつなげな声を漏らした。
俺がなつきの乳首をいじり腰をカクカクと動かし、腰にひねりを入れるなどして刺激していると、なつきは「ああ、だめぇっ」と俺の背中に爪を立て、体をびっくんびっくんとさせながら涙を流しイッてしまった。
そして今度は俺がベッドに仰向けになり、なつきは俺の体にまたがり、俺のちんぽを自分のおまんこの穴に手で導いた。
そして体を上下に動かした。上下するたびになつきの貧乳がぷるんぷるんと揺れる。俺はその乳首をこねて、やはりというかなんというか乳首がピン!硬くなった。同時に俺、腰を突き上げるようにすると、なつきは「あん、あんっ、ああっ」と俺の体に崩れてきた。
そして俺はなつきと再び正常位で合体。なつきにガッシリと抱き着いたまま腰を前後に動かした。するとなつきは「あー、あーっ、ああっ、いくっ、いくっ」と言ったかと思うと、「ああっ」と一瞬体をビックンとさせ、膣をキューッキューッと締め付け、イッてしま
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